
●JIS G3455   JIS G3456 

●種　　類　STS 370 S 
　　　　　　STPT 370 S 
　　　　　　STPT 410 S 

●適用範囲 

STS・STPT 
高圧配管用炭素鋼鋼管 

■ 機械的性質 

２１５以上 
２１５以上 
２４５以上 

３７０以上 
３７０以上 
４１０以上 

２５以上 
２５以上 
２０以上 

３０以上 
３０以上 
２５以上 

種類の記号 

伸 び （％） 

５号試験片 ４号試験片 

横方向 縦方向 

２３以上 
２３以上 
１９以上 

２８以上 
２８以上 
２４以上 

横方向 縦方向 

降伏点 
又は耐力 
（N/mm2） 

引張強さ 
（N/mm2） 

１１号試験片 
１２号試験片 

Carbon Steel Pipes for High Pressure Service

STS／350℃以下で使用圧力が高い配管に用いる。 
STPT／350℃を超える温度で使用する配管に用いる。 

高温配管用炭素鋼管 
Carbon Steel Pipes for High Temperature Service

■ 化学成分 
化 学 成 分 （％） 

種　類 

STS ３７０ 
STPT ３７０ 
STPT ４１０ 

STS ３７０ 
STPT ３７０ 
STPT ４１０ 

０.０３５以下 
０.０３５以下 
０.０３５以下 

０.１０～０.３５ 
０.１０～０.３５ 
０.１０～０.３５ 

０.３０～１.１０ 
０.３０～０.９０ 
０.３０～１.００ 

０.０３５以下 
０.０３５以下 
０.０３５以下 

０.２５以下 
０.２５以下 
０.３０以下 

C Si Mn P S

■ 外径、厚さの許容差 

熱間仕上継目無鋼管 

冷間仕上継目無鋼管 
及び 

電気抵抗溶接鋼管 

区　　分 外径の許容差 
 ５０mm未満　±０.５mm

 ４０mm未満　±０.３mm

 ５０mm以上　±1％ １６０mm未満 
１６０mm以上　±1.６％ ２００mm未満 
２００mm以上　±０.８％ 
 

厚さの許容差 偏肉の許容差 

４mm未満　±０.５mm 

４mm以上　±１２.５％ 

２mm未満　±０.２mm 

２mm以上　±１０％ 

厚さの２０％以下 

但し３５０mm以上は周長による 
ことができる。この場合の許 
容差は±０.５％とする。 

 ４０mm以上　±０.８％ 
 但し３５０mm以上は周長による 

ことができる。この場合の許 
容差は±０.５％とする。 
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